平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　自然環境整備交付金事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　地球環境課　清流の国ぎふづくり推進室
　   

自然保護・公園担当　電話番号：058-272-1111（内2701）
   

E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp



     
	事業費


　要求額：10,135千円（前年度予算額：5,780千円）

	事業内容


	１　事業の内容


自然とのふれあいの推進及び自然環境の保全・再生を図るために、国定公園や長距離自然歩道（東海自然歩道、中部北陸自然歩道）の施設を整備する。

（１）県事業：中部北陸自然歩道標識再整備（中津川市他）
利用者の快適性の向上・利用の促進のため、経年劣化により破損した標識を再整備する。
（２）市町村事業：飛騨木曽川国定公園遊歩道整備（瑞浪市）
公園利用者の安全性を図るため、経年劣化した遊歩道施設（木製階段、手すり等）の再整備に補助する。
	２　所要経費


（１）中部北陸自然歩道標識再整備　　  5,635千円
（２）飛騨木曽川国定公園遊歩道整備　　4,500千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


国定公園及び長距離自然歩道において、歩道の路体改良、標識設置、休憩舎及び公衆トイレの設置等を行なった。

1 県内の国定公園数　２箇所

・飛騨木曽川国定公園

・揖斐関ヶ原養老国定公園
2 県内の長距離自然歩道路線数　２路線

・東海自然歩道　　　　310.8ｋｍ

・中部北陸自然歩道　　377.8ｋｍ
	３　これまでの取組に対する評価


国定公園及び長距離自然歩道の施設を利用したいという問い合わせが多く、散策等を通しての健康維持、自然志向の高さが伺えた。そのような中、利用者が安全で快適に利用できるよう施設のパトロールや破損調査を関係市町村と連携して行ない、計画的に施設の再整備や新設を進めることができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	5,780
	2,601
	
	
	
	
	
	
	3,179

	要求額
	10,135
	7,035
	
	
	
	
	
	
	3,100

	決定額
	10,135
	7,035
	
	
	
	
	
	
	3,100


